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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも７０重量％のポリマー混合物であって、
　ｉ）０．７０～０．９１ｇ／ｃｍ３の密度範囲を有し、１９０℃で５００００ｃＰ未満
の溶融粘度を有するメタロセン触媒ポリプロピレンポリマーおよび、
　ii）ポリブテンコポリマー、ポリプロピレンコポリマーおよびそれらの混合物から成る
群から選択されるチーグラー・ナッタ触媒非晶質ポリマー
を含有する、該ポリマー混合物と；
　（ｂ）０重量％よりも多く３０重量％未満の粘着付与剤および／または希釈剤、
とを含有する、接着剤であって、
　ＡＳＴＭ　Ｃ３２３６に基づき、１５０℃にて１１０００センチポイズより低い粘度を
有し；総重量が１００重量％となる、該接着剤。
【請求項２】
　接着剤が、２５重量％未満の粘着付与剤および／または希釈剤を含有する、請求項１に
記載の接着剤。
【請求項３】
　メタロセン触媒ポリプロピレンポリマーが、Ｃ２、Ｃ４－Ｃ１０α－オレフィンコモノ
マーをさらに含有する、請求項１に記載の接着剤。
【請求項４】
　メタロセン触媒ポリプロピレンポリマーが、アイソタクチック(isotatic)ポリプロピレ
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ンである、請求項１に記載の接着剤。
【請求項５】
　メタロセン触媒ポリプロピレンポリマーが、アタクチックポリプロピレンである、請求
項１に記載の接着剤。
【請求項６】
　チーグラー・ナッタ触媒非晶質ポリマーの粘度が、１９０℃にて５００ｃＰ～３０００
ｃＰの範囲である、請求項１に記載の接着剤。
【請求項７】
　チーグラー・ナッタ触媒非晶質ポリマーが、Ｃ２－Ｃ３、Ｃ５－Ｃ１０α－オレフィン
コモノマーを含有する、ポリブテンコポリマーである、請求項１に記載の接着剤。
【請求項８】
　チーグラー・ナッタ触媒非晶質ポリマーが、Ｃ２、Ｃ４－Ｃ１０α－オレフィンコモノ
マーを含有する、ポリプロピレンコポリマーである、請求項１に記載の接着剤。
【請求項９】
　(i)メタロセン触媒ポリプロピレンポリマー対(ii) チーグラー・ナッタ触媒非晶質ポリ
マーの比率は１：１０～１：１の範囲である、請求項１に記載の接着剤。
【請求項１０】
　粘着付与剤が、天然および変性ポリテルペン、環状または非環式Ｃ５樹脂、環状または
非環式Ｃ９樹脂、脂肪族および芳香族石油炭化水素樹脂、およびそれらの混合物から成る
群から選択される、請求項１に記載の接着剤。
【請求項１１】
　粘着付与剤が、８０℃よりも高い軟化点を有する、請求項１０に記載の接着剤。
【請求項１２】
　１０重量％以下のワックスをさらに含有する、請求項１に記載の接着剤。
【請求項１３】
　接着剤を含有する使い捨て物品であって、
　該接着剤が、
　（ａ）少なくとも７０重量％のポリマー混合物であって、
　　ｉ）０．７０～０．９１ｇ／ｃｍ３の密度範囲を有し、１９０℃で５００００ｃＰ未
満の溶融粘度を有するメタロセン触媒ポリプロピレンポリマーおよび、
　　ii）ポリブテンコポリマー、ポリプロピレンコポリマーおよびそれらの混合物から成
る群から選択されるチーグラー・ナッタ触媒非晶質ポリマー
を含有する、該ポリマー混合物と；
　（ｂ）０重量％よりも多く３０重量％未満の粘着付与剤および／または希釈剤
とを含有し、
　ＡＳＴＭ　Ｄ３２３６に基づき、１５０℃にて１１０００センチポイズより低い粘度を
有し、ならびに、総重量が１００重量％となる、
該使い捨て物品。
【請求項１４】
　弾性取り付け具である、請求項１３に記載の使い捨て物品。
【請求項１５】
　基板を含有する請求項１４に記載の使い捨て物品であって、基板が、ゴム、オレフィン
およびそれらの混合物から成る群から選択されるフィルムである、該使い捨て物品。
【請求項１６】
　ａ）請求項１に記載の接着剤を、１４０℃～１６０℃の温度で基板に施すこと、
　ｂ）室温まで該接着剤を冷却すること、
を含む物品の形成方法であって、
　３８℃にて４時間、３００％歪みを該冷却した接着剤に施した後、該冷却した接着剤が
４０％未満のクリープ性能を有する、
該物品の形成方法。
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【請求項１７】
　接着剤が、ストランドコーティングまたはスパイラルコーティングにより施される、請
求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　接着剤が、２０～１００ｍｇ／ｍ／ストランドの付加レベルで施される、請求項１６に
記載の方法。
【請求項１９】
　接着剤が、３～３０ｍｇ／インチの付加レベルで施される、請求項１６に記載の方法。
【請求項２０】
　３８℃にて４時間、３００％歪みを冷却した接着剤に施した後、冷却した接着剤が３０
％未満のクリープ性能を有する、請求項１６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２０１１年８月４日に出願された米国仮出願第６１／５１５,０１３の優先
権を主張し、参照によりその全体が本出願に組み込まれる。
【０００２】
　本発明は、不織布物品に使用するための高いポリマー含有量の接着剤に関する。接着剤
は、使い捨ての吸収性物品、例えば、おむつ、女性用の衛生物品、成人失禁用物品、吸収
パッド、ベッドパッド、工業用パッドなどに有用である。
【背景技術】
【０００３】
　一般に、使い捨ての吸収性物品、例えば、おむつは、数種の接着剤を有する。なぜなら
ば、物品の種々の構成要素は異なる機能性を要求し、例えば、コア接着剤は、湿潤時にお
むつパッドに強度をもたらし、構造用接着剤は、防水の背面シートを不織布製の吸収性パ
ッド結合させ、弾性接着剤は脚、ウエストおよび側面のパネル・シートを固着させる。前
述の接着剤は異なる機能性を有しているが、それらはすべて、接着剤として有用であるた
めに、著しい量の粘着付与剤および／または希釈剤を必要とする。
【０００４】
　オレフィンに基づいた接着剤は、コア接着剤および構造用接着剤として典型的に使用さ
れている。広く用いられている、オレフィン基づいた接着剤は、有効な吸収性物品用接着
剤であるために大量の粘着付与剤および希釈剤を必要とする。例えば、噴霧できるエチレ
ンおよび／またはマレイン酸変性エチレンα－オレフィンポリマーに基づく接着剤は、典
型的に３０ｗｔ％よりも多い粘着付与剤および／または希釈剤を必要とする。接着剤中で
の高濃度のオイルの使用は、昇温時に基材の外部にオイルのマイグレーションをもたらし
得る。
【０００５】
　非晶質のアタクチックポリ－α－オレフィン（ＡＰＡＯ）接着剤は、不織布向けの構造
用接着剤として幅広く使用されている。これらの接着剤は、典型的に、構造用接着剤およ
び／またはコア接着剤として選択され、弾性接着剤として選択されない。
【０００６】
　アタクチックおよびアイソタクチックポリエチレンポリマー（ＩＰＰ）の混合物、およ
びアタクチックおよびシンジオタクチックポリプロピレン（ＳＰＰ）の混合物は、接着剤
の接着性と接着強度のバランスを保つのに使用されている。接着性と接着強度のバランス
を保ったとしても、上記接着剤は、弾性接着剤に要求される性能特性を有さない。
【０００７】
　近年のポリマー技術には、より良好なクリープ抵抗を可能にするブロックオレフィンポ
リマーが導入されているが、接着剤中には多量の低分子量可塑剤が必要であり、これは、
高温時にクリープ性能を無効にする。接着剤中のブロックオレフィンポリマーの量は、接
着剤の総重量に基づき、約５０重量％未満、好ましくは３０重量％未満、および最も好ま
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しくは約２０重量％未満である。
左右対称のアイソタクチック構造のブロックを有するポリマーから製造される接着剤は、
接着剤の総重量に基づき、少なくとも３０重量％、および７０重量％以下の粘着付与剤を
必要とする。
【０００８】
　不十分な弾性特性に起因して、多くの商業的に入手可能な弾性接着剤は、スチレンブロ
ックコポリマーに由来する。このようなブロックコポリマーから生成した接着剤は、容易
に入手可能であり、当該技術分野において開示されている。スチレンの硬いブロックは、
基板上にしっかりと固定され、その形状を保持し、弾性を可能にする。しかしながら、ス
チレン系接着剤も、適用温度と粘度のバランスを保つために、多量の粘着付与剤および／
または希釈剤を必要とする。
【０００９】
　ブテンポリ－ａ－オレフィンに基づく、低い結晶性（１０％未満）を有する接着剤も知
られているが、このような接着剤も、その剛性に起因して弾性基板に対して適当ではない
。
【００１０】
　このため、低い粘着付与剤および可塑剤含有量を有し、望ましい凝集力とクリープ抵抗
を有する費用効率が高い接着剤に対する継続した要求が当該技術分野に存在する。本発明
は、この要求に取り組む。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　本発明は、新規な接着剤、基板を相互に接着させるための接着剤の使用方法、および接
着剤を含有する製品に関する。高いポリマー含有量の接着剤は、メタロセン触媒ポリマー
と、オレフィン非晶質ポリブテンコポリマーの混合物を用いて配合できる。このような接
着剤は、少なくとも７０重量％のポリマー混合物を含有する。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　一実施態様において、本発明の接着剤は、
（ａ）少なくとも７０重量％のポリマー混合物であって、該混合物は、（ｉ）約０．７０
～約０．９１ｇ／ｃｍ３の密度範囲を有し、１９０℃で５００００ｃＰ未満の溶融粘度を
有するメタロセン触媒ポリプロピレンポリマーと、（ii）ポリブテンコポリマー、ポリプ
ロピレンコポリマーおよびそれらの混合物から成る群から選択される非晶質コポリマーと
を含有するポリマー混合物と；
（ｂ）３０重量％未満であるが０重量％ではない粘着付与剤および／または希釈剤を含有
する。接着剤の成分は、該接着剤が１００重量％となるように添加される。接着剤は、Ａ
ＳＴＭ　Ｄ３２３６に従い１５０℃にて約１１０００センチポイズより低い粘度を有する
。
【００１３】
　別の実施態様において、弾性接着剤のメタロセン触媒ポリプロピレンポリマーは、アア
イソタクチックポリプロピレンホモポリマーまたはコポリマーである。
【００１４】
　別の実施態様において、接着剤のメタロセン触媒ポリプロピレンポリマーは、アタクチ
ックポリプロピレンホモポリマーまたはコポリマーである。
【００１５】
　本発明の別の実施態様は、ここに記載された接着剤を含有する製品に関する。本発明に
より包含される製品には、使い捨てのパーソナルケア衣類、例えば、おしめ、生理用ナプ
キン、失禁用パッド、ベッドパッド、女性用パッド、パンティ・シールド、肉用パッドな
どが含まれる。
【００１６】
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　本発明の別の実施態様は、（１）約１４０℃～約１６０℃の温度にて基板に接着剤を施
し、および（２）室温まで接着剤を冷却すること、により物品を形成する方法に関し、約
４時間３８℃にて、３００％歪みを冷却した接着剤に施した後、冷却した接着剤は約４０
％未満のクリープ抵抗を有する。接着剤は、（ａ）少なくとも７０重量％のポリマー混合
物であって、該混合物は、（ｉ）約０．７０～約０．９１ｇ／ｃｍ３の密度範囲を有する
メタロセン触媒ポリプロピレンポリマーと、（ii）非晶質ポリブチレンおよび／またはポ
リプロピレンコポリマーとを含有するポリマー混合物と、
（ｂ）３０重量％未満の粘着付与剤および／または希釈剤を含有し、
接着剤は、１５０℃にて約１１０００センチポイズ（ｃP）より低い粘度を有する。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　ここに引用された文献はすべて、参照によってそれら全体が組み込まれる。
【００１８】
　全ての重量パーセント（ｗｔ％）は、接着剤の総重量から算出され、接着剤の総重量は
１００重量％である。
【００１９】
　ここで使用される用語「ポリマー」はホモポリマーまたはコポリマーを示す。コポリマ
ーは、少なくとも２つのモノマーを有する任意のポリマーである。
【００２０】
　ここで使用される用語「メタロセン触媒ポリマー」は、メタロセン触媒ホモポリマーま
たはメタロセン触媒コポリマーを示す。
【００２１】
　ここで使用される用語「メタロセン触媒プロピレンポリマー」は、メタロセン触媒プロ
ピレンホモポリマーまたはメタロセン触媒プロピレンコポリマーを示す。
【００２２】
　本発明の接着剤は、少なくとも７０重量％のポリマー混合物を含有する。ポリマー混合
物は、（ｉ）メタロセン触媒ポリプロピレンポリマーと、（ii）非晶質ポリブテンおよび
／またはポリプロピレンコポリマーとの混合物である。
【００２３】
　メタロセン触媒ポリマーは、狭い分子量分布と組成分布および立体特異性をもたらすメ
タロセン触媒により重合される。狭い分子量分布は、重量平均分子量(Ｍｗ)を数平均分子
量（Ｍｎ）で割った低い多分散指数（ＰＤＩ）を示す。メタロセン触媒ポリマーに関する
ＰＤＩ範囲は、３未満である。
【００２４】
　一実施態様において、好ましいメタロセン触媒ポリマーは、メタロセン触媒ポリプロピ
レンホモポリマーまたはコモノマーを有するメタロセン触媒ポリプロピレンコポリマーで
ある。別の実施態様において、メタロセン触媒ポリプロピレンコポリマーのコモノマーは
、Ｃ２、Ｃ４-Ｃ１０α-オレフィンコモノマーである。別の実施態様において、コモノマ
ーは、エチレンおよび/またはブチレンである。
【００２５】
　メタロセン触媒ポリプロピレンポリマーの密度範囲は、約０．７０～約０．９１g/cm３

である。
【００２６】
　別の実施態様において、メタロセン触媒ポリプロピレンポリマーは、分子量が低く、そ
のモジュラス(modulus)は低い。一実施態様において、分子量範囲は約１００００～約２
０００００ダルトンであり、分子量分布は約１～約４である。
【００２７】
　メタロセン触媒ポリプロピレンポリマーは約３８℃～約１０４℃の溶融温度を有し、そ
の溶融粘度は、１９０℃で約２００～１００,０００,０００ｃＰの範囲である。
【００２８】
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　１９０℃でのメタロセン触媒ポリプロピレンポリマーの溶融粘度は、好ましくは、約５
００～約８００００ｃＰであり、より好ましくは、約５００００ｃＰ以下である。メタロ
セン触媒ポリプロピレンポリマーの例には、出光製のＬ-ＭＯＤＵ（登録商標）Ｘ４００
Ｓ、Ｘ６００ＳおよびＸ９００Ｓが含まれる。
【００２９】
　別の実施態様において、ポリマーは、２３０℃および２．１６ｋｇ重にて５０ｇ/１０
分よりも高いメルトフローレートを有する。メタロセン触媒ポリプロピレンポリマーの例
には、エクソンモービル製のＶｉｓｔａｍａｘｘ２０００シリーズが含まれる。
【００３０】
　別の実施態様において、メタロセン触媒ポリプロピレンポリマーのモジュラスは、８０
℃にて約２０～約５００ＭＰａである。
【００３１】
　別の実施態様において、メタロセン触媒ポリプロピレンポリマーは、アアイソタクチッ
クであり、この場合、置換基は、ポリマー骨格の同じ側に配置される。アアイソタクチッ
クポリマーは、通常、半結晶性であり、スパイラル配置を形成する場合が多い。特に好ま
しいメタロセン触媒ポリプロピレンポリマーは、中程度のアイソタクチシティを有する。
【００３２】
　非晶質ホモポリマーおよびコポリマーは、チーグラー-ナッタ触媒により製造されるポ
リマーである。チーグラー-ナッタ触媒を用いて製造した非晶質ポリマーは、幅広い分子
量範囲と組成分布を有する。チーグラー-ナッタ触媒を用いて製造した非晶質ポリマーは
、非-立体特異的、例えばその形態においてアタクチックである。非晶質ポリマーのＰＤ
Ｉは３～１０の範囲である。好ましい非晶質ポリマーは、５～６のＰＤＩ範囲を有する。
【００３３】
　一実施態様において、非晶質ポリマーは、（ＡＳＴＭ Ｄ３２３６に従い測定した）１
９０℃で約５００ｃＰ超～約１００００ｃＰ、より好ましくは５００ｃＰ～３０００ｃＰ
の溶融粘度を有するポリ-α-オレフィンポリマーである。
【００３４】
　好ましい非晶質ポリ-α-オレフィンポリマーは、非晶質ポリブテンおよび/または非晶
質ポリプロピレンコポリマーである。ポリブテンのコモノマーは、Ｃ２-Ｃ３およびＣ５-
Ｃ-１０α-オレフィンコモノマーである。ポリブテンのコモノマーは、Ｃ３α-オレフィ
ンコモノマーである。ポリプロピレンのコモノマーは、Ｃ２およびＣ４-Ｃ-１０α-オレ
フィンコモノマーである。一実施態様において、ポリプロピレンのコモノマーは、Ｃ２α
-オレフィンコモノマーである。非晶質ポリ-α-オレフィンコポリマーの例には、Ｒｅｘ
ｔａｃ製のＲＥＸｔａｃ（登録商標）ＥおよびＲＴシリーズ、Ｅｖｏｎｉｋ製のＶｅｓｔ
ｏｐｌａｓｔ（登録商標）シリーズ、Ｅａｓｔｍａｎ製のＥａｓｔｏｆｌｅｘ（登録商標

）などが含まれる。
【００３５】
　別の実施態様において、メタロセン触媒ポリプロピレンポリマー対非晶質ポリマーの比
率は１：１０～約１：１の範囲である。
【００３６】
　接着剤は、粘着付与剤および／または希釈剤を更に含有する。望ましい接着剤は、３０
重量％未満、２５重量％未満、２３重量％未満または２０重量％未満で、０重量％よりも
多い粘着付与剤および／または希釈剤を配合できる。例示的な粘着付与剤は、一般的にＡ
ＳＴＭ Ｅ２８-５８Ｔに従い測定される、８０℃より高い環球軟化点を有する。別の実施
態様において、接着剤は、１００℃よりも高い環球軟化点を備える粘着付与剤を含有する
。
【００３７】
　有用な粘着付与樹脂には、任意の相溶性樹脂または混合物、例えば、脂肪族石油炭化水
素樹脂；ＡＳＴＭ法Ｅ２８－５８Ｔにより測定した、８０℃よりも高い軟化点を有する、
芳香族石油炭化水素樹脂およびそれらの水素化誘導体；天然および変性ロジン、例えば、
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ガム・ロジン、ウッドロジン、トール油ロジン、蒸留ロジン、水素化ロジン、二量体化ロ
ジン、樹脂酸塩、および重合ロジン；例えば、淡色ウッドロジンのグリセロールエステル
、水素化ロジンのグリセロールエステル、重合ロジンのグリセロールエステル、水素化ロ
ジンのペンタエリトリトールエステル、およびロジンのフェノール変性ペンタエリトリト
ールエステルを含む、天然および変性ロジンのグリセロールおよびペンタエリトリトール
エステル；例えば、スチレン/テルペンとアルファ・メチルスチレン/テルペンを含む、天
然テルペンのコポリマーおよびターポリマー；ポリテルペン樹脂;および、例えば、二環
式テルペンとフェノールの、酸性媒体中での縮合から生じる樹脂生成物を含む、フェノー
ル変性テルペン樹脂およびそれらの水素化誘導体、が含まれ得る。
【００３８】
　特に適当な水素化された脂肪族の粘着付与剤の例には、エクソン・モービル化学製品製
のＥｓｃｏｒｅｚ（登録商標）１０００シリーズ、アラカワ製のＡｒｋｏｎ　Ｐシリーズ
とイーストマン化学製のＲｅｇａｌｉｔｅ　Ｓ１１００シリーズが含まれる。また、環状
または非環式のＣ５樹脂、および芳香族変性非環式または環状樹脂、および例えば、エク
ソン・モービル製のＥｓｃｏｒｅｚ（登録商標）２０００と５０００シリーズを含む。本
発明において使用できる市販のロジンとロジン誘導体の例には、アリゾナＣｈｅｍｉｃａ
ｌから入手可能なＳＹＬＶＡＬＩＴＥ　ＲＥシリーズが含まれる。市販のポリテルペン樹
脂の例には、Ｐｉｎｏｖａ製のＰｉｃｃｏｌｙｔｅ Ｓ、Ｃ、ＦおよびＡシリーズが含ま
れる。特に好ましいポリテルペンは、Ｐｉｃｃｏｌｙｔｅ　Ｓ１１５である。
【００３９】
　好ましい粘着付与剤は、合成炭化水素樹脂である。脂肪族または脂環式炭化水素、芳香
族炭化水素類、芳香族変性脂肪族炭化水素または脂環式炭化水素、およびそれらの混合物
を含む。非限定的な例には、商品名Ｅｓｃｏｒｅｚ（登録商標）シリーズとしてエクソン
から入手可能であるもののような、脂肪族オレフィンに由来する樹脂が含まれる。イース
トマン製のＥａｓｔｏｔａｃシリーズは、発明においても有用である。本発明に対して好
ましいものは、エクソン製のＥｓｃｏｒｅｚ　５４００およびイーストマン化学製のＥａ
ｓｔｏｔａｃ等級Ｈ１００およびＨ１３０Ｒが含まれる。
【００４０】
　非限定的な例には、エクソンからＥｓｃｏｒｅｚ（登録商標）シリーズの商品名で入手
可能なもののようなオレフィン由来の樹脂が含まれる。イーストマンからのＥａｓｔｏｔ
ａｃシリーズも、本発明に有用である。
【００４１】
　また、Ｓａｒｔｏｍｅｒ ａｎｄ Ｃｒａｙ Ｖａｌｌｅｙから入手可能でＣ９芳香族／
脂肪族オレフィン由来の芳香族炭化水素である商品名Ｎｏｒｓｏｌｅｎｅ、およびＴＫ芳
香族炭化水素樹脂のＲｕｔｇｅｒｓシリーズも有用である。
【００４２】
　イーストマンケミカルスからのＫｒｉｓｔａｌｅｘシリーズのようなアルファ－メチル
スチレン、Ａｒｉｚｏｎａケミカルズ製の８０℃よりも高い環球軟化点を有するＳｙｌｖ
ａｒｅｓ ＳＡも、本発明における粘着付与剤として有用である。二種以上の記載した粘
着性樹脂の混合物もはる配合において要求され得る。
【００４３】
　これらの接着剤の高温性能を向上させるために、上で詳細した更なる粘着付与剤と、少
量のアルキル・フェノール粘着付与剤を混合させることができる。接着剤の総重量の２０
重量％未満の量で添加されるアルキルフェノール樹脂は、相溶性であり、適当な組み合わ
せは高温接着特性を増加させる。アルキル・フェノール樹脂は、Ｔａｍａｎｏｌの商品名
でアラカワ化学から、およびＳｃｈｅｎｅｔａｄｙ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌからい
くつかの製品ラインで商業的に入手できる。
【００４４】
　例示的な希釈剤には可塑剤が含まれる。適当な可塑剤には、油、ポリブテン、ポリイソ
ブチレン、ベンゾエート、アジピン酸エステルなどが含まれる。特に好ましい可塑剤には
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、ポリブテンとポリイソブチレン、鉱油、脂肪族油、オレフィンオリゴマーと低分子量の
ポリマー、植物油、動物性油、パラフィン油、ナフテン油、芳香族油、長鎖の部分的なエ
ーテル・エステル、アルキル・モノエステル、エポキシ化された油、ジアルキルジエステ
ル、芳香族ジエステル、アルキル・エーテル・モノエステルおよびそれらの混合物が含ま
れる。
【００４５】
　本発明の接着剤は、所望により少なくとも１種の安定剤および／または少なくとも１種
の酸化防止剤を含有し得る。これらの化合物は、粘着性樹脂などの原料からの熱、光また
は残留する触媒等により誘導される酸素との反応に起因する分解から接着剤を保護するた
めに添加される。
【００４６】
　ここに含まれる適用可能な安定剤または酸化防止剤のうち、高分子量の立体障害フェノ
ールおよび多官能性フェノール、例えば硫黄およびリン含有フェノールが含まれる。立体
障害フェノールは、当業者に既知であり、また、それらのフェノール水酸基に隣接して立
体的に大きな基を含有するフェノール合成物として特徴付けられ得る。特に、第三級ブチ
ル基は一般的に、フェノール水酸基に対してオルト位置の少なくとも1つにおけるベンゼ
ン環上で一般に置換される。水酸基の近くのこれらの立体的に大きな置換基の存在は、そ
の伸張度と、対応して、その反応性を遅らせるのに役立ち；したがって、この障害は、フ
ェノール合成物にその安定した特性をもたらす。立体障害フェノールの代表例には1,3,5-
トリメチル-2,4,6-tris-(3,5-ジ-tert-ブチル-4-ヒドロキシベンジル)-ベンゼン; ペンタ
エリトリチルテトラキス-3(3,5-d i-tert-ブチル-4-ヒドロキシフェニル)-プロピオネー
ト; n-オクタデシル-3(3,5-di-tert-ブチル-4-ヒドロキシフェニル)- プロピオネート; 4
,4’-メチレンビス(2,6-tert-ブチル-フェノール); 4,4'-チオビス(6-tert-ブチル-o-ク
レゾール); 2,6-di-tertブチルフェノール; 6-(4-ヒドロキシフェノキシ)-2,4-bis(n-オ
クチル-チオ)-1,3,5 トリアジン; di-n-オクチルチオ)エチル 3,5-di-tert-ブチル-4-ヒ
ドロキシ-ベンゾエート; および ソルビトール ヘキサ[3-(3,5-d i-tert-ブチル-4-ヒド
ロキシ-フェニル)-プロピオネート]が含まれる。
【００４７】
　このような酸化防止剤は、Ciba Specialty Chemicalsから商業的に入手可能であり、立
体障害フェノールであるＩｒｇａｎｏｘ（登録商標）５６５、１０１０、１０７６および
１７２６を含む。これらはラジカル補足剤として機能し、単独または他の酸化防止剤と組
合わせて使用され得る酸化防止剤、例えば、Ciba Specialty Chemicalsから入手できるＩ
ｒｇａｆｏｓ（登録商標）１６８などを含む。ホスフィット触媒は二次触媒と考えられ、
通常、単独では使用されない。これらは、主に過酸化物を分解するものとして使われる。
他の利用できる触媒には、Ｃｙｔｅｃ Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓから入手可能なｃｙａｎｏ
ｘ（登録商標）ＬＴＤＰおよびＡｌｂｅｍａｒｌｅ社から入手可能なＥｔｈａｎｏｘ（登

録商標）３３０が含まれる。このような多くの酸化防止剤も、単独で使用でき、または他
のこのような酸化防止剤と組合わせて使用できる。これらの化合物は、少量で（典型的に
およそ10重量％未満の量で）ホットメルトに添加され、他の物理的特性に影響を及ぼさな
い。他の物理的特性に影響を及ぼさず、添加され得る他の化合物は、僅か２～３の、色を
加える顔料または蛍光剤である。このような添加物は、当業者に知られている。
【００４８】
　本発明の接着剤は、所望による添加剤、例えば、ワックス、顔料、染料および充填剤な
どを含有する。
【００４９】
　接着剤における使用に適当なワックスには、パラフィン・ワックス、微結晶ワックス、
ポリエチレンワックス、ポリプロピレンワックス、副生成物ポリエチレンワックス、フィ
ッシャー・トロプシュワックス、酸化フィッシャー・トロプシュワックスおよび官能化ワ
ックス、例えばヒドロキシステアラミドワックスおよび脂肪アミドワックスが含まれる。
高密度低分子量ポリエチレンワックス、副生成物ポリエチレンワックスおよびフィッシャ
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ー・トロプシュワックスが、合成の高融点ワックスとして当該技術分野において常套のも
のである。
【００５０】
　使用する場合、ワックス成分は約１０重量％以下の量で一般的に存在する。ワックス成
分を含有する接着剤は約０．５～約５重量％のワックスをより一般的に含有する。好まし
いワックスは、４９℃～１２１℃の間、好ましくは６６℃～１２０℃の間、および最も好
ましくは８２℃～１１５℃の間に融点を有する。
【００５１】
　接着剤の最終的使用用途に基づき、他の添加剤、例えば、顔料、染料および充填剤は、
通常、ホットメルト接着剤に添加され、少量、すなわち、本発明の配合中に約１０重量％
以下の量で添加される。
【００５２】
　メタロセン触媒ポリマーから製造される接着剤は狭いＰＤＩ、良好な噴霧性および高い
結合力を有する傾向を示すが、それらはまた、高い粘度、硬度を有し、ならびに大量の粘
着付与剤およびオイルを必要とする。一方、チーグラー・ナッタ触媒非晶質オレフィンか
ら製造される接着剤は、高いポリマー含有量と低い粘度を有する傾向を示すが、噴霧性お
よび結合力は低下する。２つのポリマーの単なる組合せは、ポリマーの各々の欠点を悪化
させる。このような組合わせは、低いポリマー含有量、高い粘度、高いＰＤＩを有し、相
溶性を示さない場合もある。驚くべきことに、最小限の希釈剤および／または粘着付与剤
を有し、良好な結合力を有する接着剤は、メタロセン触媒ポリマーとチーグラー・ナッタ
触媒非晶質ポリマーの特定の混合によりもたらすことができる。すなわち、約０．７０～
約０．９１ｇ／ｃｍ３の密度範囲を有し、１９０℃で約１０００～１００００ｃＰの溶融
粘度範囲を有するメタロセン触媒ポリプロピレンポリマーと、チーグラー・ナッタ触媒非
晶質ポリブテンおよび／またはポリプロピレンポリマーとの組合わせは、最小限の希釈剤
および粘着付与剤の含有を可能にし、良好な結合力を示す相溶性のポリマー系をもたらす
。本発明の接着剤は、許容可能なクリープ抵抗をもたらすために３０重量％未満、２５重
量％未満、２３重量％未満、または２０重量％未満の粘着付与剤および／または希釈剤を
必要とする。
【００５３】
　均質な混合物を形成するために、本発明の接着剤組成物は約１７０℃の温度の溶融状態
で成分を混合することにより調製される。種々の混合方法、および均質なブレンドを製造
する任意の方法が当該技術分野において既知である。その後、混合物は冷却され、貯蔵ま
たは搬送のためにペレットまたはブロックに形成され得る。次いで、これらの事前形成接
着剤は、再度加熱され、基板上に施される。
【００５４】
　接着剤のホットメルト用途は、当業者に既知である。本発明の接着剤は、当該技術分野
において既知の任意の方法、例えば、非限定的な、ロールコーティング、塗装、乾燥ブラ
ッシング、ディップ・コーティング、噴霧、ストランド－コーティング、スロット-コー
ティング、渦噴霧（インクジェット印刷）、フレキソ印刷、押出し、粉砕噴霧、グラビア
（パターン車輪移動）、静電的な、蒸気堆積、繊維化および／またはスクリーン印刷が含
まれる。コーティング用途に関して、種々のパターン、例えば、連続、断続的、痕跡など
を弾性基板に施すことができる。
【００５５】
　発明の別の実施態様において、類似した基板または異種の基板を結合させる方法が提供
される。方法は、本発明の溶融接着剤を少なくとも第１基板に施すこと、第１基板に施し
た溶融接着剤と第２基板とを接触させること、および組成物を凝固させること、を含み、
その結果、第１基板および第２基板は相互に結合され、この場合において、本発明の接着
剤は、好ましくは、（ａ）少なくとも７０重量％のポリマー混合物であって、該混合物は
、（ｉ）約０．７０～約０．９１ｇ／ｃｍ３の密度範囲を有するメタロセン触媒ポリプロ
ピレンポリマーと、（ii）非晶質ポリブチレンコポリマーを含有するポリマー混合物と；
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および（ｂ）３０重量％未満の粘着付与剤および／または希釈剤を含有し、（i）メタロ
セン触媒ポリプロピレンポリマー対(ii)非晶質ポリブチレンコポリマーの比率は、１：１
０～約１：１の範囲であり、接着剤の総重量は１００重量％である。基板は、同種であっ
てもよく異種であってもよい。複数の基板を接着剤と併用できる。
【００５６】
　ここで使用される”基板”は、これらのものに限定されない以下のポリマーフィルムを
含有する：ポリオレフィン;ポリエステル;ポリウレタン;ポリアミド;ポリアクリレート;
または、その組合せを含有し、ランダム、ブロックまたはグラフトコポリマー、例えば、
ポリエステル-b-ポリウレタン・ブロックコポリマー、ポリエーテル-b-ポリウレタンブロ
ックコポリマー、スチレンブロックコポリマー、および／またはポリエーテル-b-ポリア
ミド・ブロックコポリマーなどを含む。弾性ストランドの例には、Ｉｎｖｉｓｔａ社によ
り販売される、ＬＹＣＲＡマルチフィラメント弾性糸、Ｇｌｏｂｅ Ｍａｎｕｆａｃｔｕ
ｒｉｎｇ 社により製造される弾性ストランドおよびＦｕｌｆｌｅｘ製のＣｏｎｆｉ－Ｆ
ｉｔ（登録商標）が含まれる。
【００５７】
　接着剤を含有するこれらの複合材料に関して、「クリープ抵抗」または「クリープ抵抗
値」は、特定の接着剤の保持力に関する。クリープ抵抗は、基板間の接着剤結合の程度を
測定する。
【００５８】
　本発明の熱溶融接着剤は、例えばパーソナルケア衣類の弾性部分に使用される。おしめ
用の再付着タブと異なって、弾性的であり、変形に対する抵抗が要求される弾性部分は、
足、腰、および側面パネルシートを結びつける。さらに、本発明の熱溶融接着剤は、パー
ソナルケア衣類の構造部および／またはコア接着剤として使用される。
【００５９】
　優れた伸縮性と弾力を備える材料は、種々の使い捨て品および耐久品、例えば、失禁パ
ッド、使い捨ておむつ、トレーニング・パンツ、衣類、下着、スポーツ衣類、自動車トリ
ム、隙間充填材、ガスケットおよび家具材料の製造に必要である。伸縮性と弾性は、例え
ば、着用者の身体にまたは物品のフレームに対して密着させる機能をもたらす性能属性で
ある。多数の材料が室温にて優れた応力－歪み特性と弾性を示すことが知られているが、
弾性材料に対して、体温または夏の自動車内装のような高温での再利用、伸張および収縮
を安全で確実にもたらすことが望ましい場合が多い。接着剤は、不織布用途、例えば赤ち
ゃんおむつ、成人用失禁物品において使用するための弾性接着剤として特に使用できるこ
とが見出された。
【実施例】
【００６０】
　成分
　Ｌ－ＭＯＤＵ４００ＰＰは、出光製のメタロセン触媒ポリプロピレンコポリマーであり
、１９０℃にて約７０００ｃｐｓの溶融粘度と６０ＭＰａのモジュラスを有する。
【００６１】
　Ｖｉｓｔａｍａｘｘ６２０２は、エクソン製のメタロセン触媒ポリプロピレンコポリマ
ーであり、２３０℃／２．１６ｋｇにて１８ｇ／１０分のメルトフローレート（ＭＦＲ）
を有する。
【００６２】
　Ｖｅｒｓｉｆｙ ４３００は、ダウケミカル製のメタロセン触媒ポリプロピレンコポリ
マーであり、２３０℃／２．１６ｋｇにて２５ｇ／１０分のＭＦＲを有する。
【００６３】
　Ｉｎｆｕｓｅ９８０７.１５は、ダウケミカルから入手可能なメタロセン触媒エチレン
－オクテンブロックコポリマーであり、１９０℃／２．１６ｋｇにて１５ｇ／１０分のＭ
ＦＲを有する。
【００６４】
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　ＸＵＳ　３８６０８．００は、ダウケミカルから入手可能なメタロセン触媒エチレン－
オクテンランダムコポリマーであり、１９０℃／２．１６ｋｇにて１２００のＭＦＲを有
する。
【００６５】
　Ｒｅｘｔａｃ ＲＴ２８３０は、チーグラー・ナッタ触媒により製造した非晶質コポリ
マー（プロピレン－ブテン）であり、１９０℃にて３０００ｃｐｓのブルックフィールド
粘度を有する。
【００６６】
　Ｒｅｘｔａｃ ＲＴ２８１４は、チーグラー・ナッタ触媒により製造した非晶質コポリ
マー（プロピレン－ブテン）であり、１９０℃にて１４００ｃｐｓのブルックフィールド
粘度を有する。
【００６７】
　Ｒｅｘｔａｃ ２３１５は、チーグラー・ナッタ触媒により製造した非晶質コポリマー
（エチレン－プロピレン）であり、１９０℃にて１５００ｃｐｓのブルックフィールド粘
度を有する。
【００６８】
　Ｅｓｃｏｒｅｚ ５４００は、エクソンモービルから入手可能な脂環式炭化水素樹脂で
あり、１０３℃の軟化点を有する。
【００６９】
　Ｅａｓｔｏｔａｃ Ｈ１３０Ｒは、イーストマンケミカルから入手可能な脂肪族炭化水
素樹脂であり、１３０℃の軟化点を有する。
【００７０】
　　Ｅａｓｔｏｔａｃ Ｈ－１００Ｒは、イーストマンケミカルから入手可能な脂肪族炭
化水素樹脂であり、１００℃の軟化点を有する。
【００７１】
　Ｗｉｎｇｔａｃｋ ９８Ｈは、Ｃｒａｙ　Ｖａｌｌｅｙから入手可能な脂肪族炭化水素
樹脂であり、９８℃の軟化点を有する。
【００７２】
　Ｉｎｄｏｐｏｌ Ｈ３００は、ＩＮＥＯＳから入手可能な液体ポリブテンオリゴマーで
あり、１３００Ｍｎの分子量を有する。
【００７３】
　Ｋｒｙｓｔｏｌ オイルは、ペトロカナダから入手可能な工業銘柄の白色鉱油である。
【００７４】
　Ｋａｙｄｏｌオイルは、Ｓｏｎｎｅｂｏｒｎから入手可能な工業銘柄の白色鉱油である
。
【００７５】
　Ｉｒｇａｎｏｘ１０１０／２２５は、チバ・スペシャリティー・ケミカルズから入手可
能な立体障害フェノール酸化防止剤である。
【００７６】
　ゴム系コントロールＡ接着剤は、Ｄｉｓｐｏｍｅｌｔ ＥＬ ８９７Ｂであり、スチレン
ブロックコポリマー由来の接着剤であり、Ｈｅｎｋｅｌ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入
手できる。
【００７７】
　ゴム系コントロールＢ接着剤は、Ｄｉｓｐｏｍｅｌｔ ８９８Ｂであり、スチレンブロ
ックコポリマー系接着剤であり、Ｈｅｎｋｅｌ Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎから入手できる
。
【００７８】
　試験方法
　粘度は、ＡＳＴＭ Ｄ３２３６、スピンドル２７、標準ブルックフィールド粘度計を用
いて３０２°Ｆ（１５０℃）にて測定した。
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【００７９】
　断続的な弾性コーティングに関して：
２枚の不織シート間または不織シートとポリマーフィルムとの間で、延伸状態で接着させ
たフィラメント（例えば、スパンデックス）の長さを測定し、マークした（「出発長さ」
）。スパンデックスの両端を、接着接合領域（断続的な領域）の外側で切断した。結果と
して生じる自由端フィラメント収縮量を、３８℃で４時間後に測定する。その後、パーセ
ントクリープを以下の方法で算出した：
【００８０】
【数１】

【００８１】
　例えば、マーク間の初期距離が２０ｃｍで、マーク間の最終距離が１５ｃｍである場合
、パーセントクリープは２５％である。好ましくは、各条件で５個のサンプルが試験され
、各弾性ストランドの結果を平均化する。
【００８２】
　連続弾性コーティングに関して：
２枚の不織シート間または不織シートとポリマーフィルムとの間で、延伸状態で接着させ
たフィラメント（例えば、スパンデックス）の長さを測定し、マークした（「出発長さ」
）。サンプル長さは、マークした領域の外部で測定する。フィラメント収縮量を、３８℃
で４時間後に測定する。その後、パーセントクリープを以下の方法で算出した：
【００８３】

【数２】

【００８４】
　一般的に、ゴム系接着剤は高いクリープ抵抗または許容可能なクリープ抵抗を生じる。
接着剤の許容可能なクリープ抵抗は、約３５％以下である。
【００８５】
　スパイラルまたはストランド用途によるクリープ性能を試験する場合、使用される不織
布基板は１３．５ｇｓｍスパンボンドであり、Ａｖｏｇｏｌにより製造され、ポリプロピ
レンフィルムは０．５ｍｉｌの易成形性ポリフィルムであり、Ｐｌｉａｎｔ社から供給さ
れる。また、使用したスパンデックスは、６２０デシテックス（ＬＹＣＲＡ(登録商標)Ｘ
Ａ(登録商標)）であり、繊維のドラフト（draft)は4.0ｘである。
【００８６】
　ストランドコーティングを介して製造される接着に関するクリープ性能を測定する場合
、接着剤を約１４０℃～約１６０℃の温度範囲で、ＩＴＷオメガ塗布器による０．１秒の
オープンタイムおよび３００ｆｐｍでの高速ラミネーターを用いる連続または断続モード
でストランドコーティングを用いて、不織布基板およびスパンデックスに施す。接着剤の
施される濃度は、３つの弾性繊維を用いて２５－３５ｍｇ／ｍ／ストランドである。
【００８７】
　スパイラルコーティングを介して製造された結合に関してクリープを測定する場合、接
着剤は約１４０℃～約１６０℃の温度範囲で、Ｎｏｒｄｓｏｎ０．０１８''スパイラル塗
布器による０．１秒のオープンタイムおよび３００ｆｐｍでの高速ラミネーターを用いる
断続モードで包装していないスパイラルパターンを用いて不織布基板およびスパンデック
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スに施す。接着剤の施される濃度は、不織布基板に取り付けられる３つの弾性繊維を用い
て１２ｇｓｍである。
【００８８】
　剥離強度を測定するために、基板上に１４０℃～１６０℃の間でＳｉｇｕｎａｔｕｒｅ
ノズルヘッドを介して２．５ｇｓｍにて接着剤を噴霧し、次いで接着を形成するように、
接着剤上に第２基板を施すことにより、ラミネートを準備した。一般的な基板は、一般的
に約１０～２５ｇｓｍ範囲の基本重量を有し、ポリオレフィンなどの可撓性シート状のフ
ィルム基板、例えば、ポリエチレン不織布またはポリプロピレン不織布、ポリウレタンフ
ィルム、ポリウレタンフォーム、セルロース誘導体のフィルムまたは成形体（例えば、テ
ィッシュ）、ポリアクリレートまたはポリメタクリレートのフィルムまたは成形体、ある
いは、ポリエステル（polylester）のフィルムまたは成形体である。本発明に係る接着剤
を、類似の基板または異種の基板を相互に接着させるのに使用できる。
【００８９】
　剥離強度を、２インチのラミネートサンプルを用いて２３℃および５０％の相対湿度に
てＳｉｎｔｅｃｈ １／Ｄインストロン試験機により測定した。ラミネートサンプルを、
角度１８０°にて１２インチ／分の速度で分離した。剥離の結果をｇ／インチで表す。コ
ーティングラミネートを、接着剤の製造後、少なくとも７２時間試験した。
【００９０】
　サンプルの準備
　表１－３に示したサンプルを、当該技術分野において既知の技術により準備した。各接
着剤サンプルに対する成分を表に示す。例示的な手順は、回転子を装着し、ジャケットを
装着した混合ケトル中に粘着付与剤総量の約半分を導入し、約１００℃～約１７０℃の温
度に昇温させることを含む。粘着付与剤が溶融した際、撹拌を開始し、均質な塊が得られ
るまで残りの成分を添加した。
【００９１】
　複数のサンプルの粘度を測定した。
【００９２】
【表１】

【００９３】
　サンプル１のみが、１５０℃にて１１０００ｃＰ未満の粘度を有する。比較サンプルＡ
－Ｃは、１５０℃にて１１０００ｃＰよりも高い粘度を有した。このことは、標準的な適
用温度にて施すには極めて高い。
【００９４】
　接着剤サンプルを連続弾性コーティング塗布方法により施し、それらのクリープ抵抗を
測定し、表２に示した。
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【００９５】
【表２】

【００９６】
　ゴム系接着剤は、一般的に、許容可能なクリープ値を有するので弾性接着剤として使用
される。接着剤に関する許容可能なクリープ％は、約３５％未満である。表２は、非晶質
ポリマーに基づく接着剤が、一般的なゴム系弾性接着剤よりも著しくより高いクリープ値
を有することを示す。
【００９７】
　接着剤サンプルを断続的な弾性コーティング塗布法により施し、それらのクリープ抵抗
を測定し、表３に示した。
【００９８】
【表３】

【００９９】
　サンプル１に関するクリープ抵抗は、ゴム－系接着剤に類似する
【０１００】
　上述のようにして、０．２５ｇｓｍの付加レベルでUniversal Signature連続噴霧ノズ
ルを用いて折りパターン(signature pattern)で接着剤を施すことにより、ラミネートし
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４に示した。
【０１０１】
【表４】

【０１０２】
　サンプル２を用いるラミネート物品の初期剥離強度は、ゴム系接着剤および比較サンプ
ルＣよりも高かった。また、サンプルＣはゴム系接着剤と同等の初期剥離強度を有したが
、噴霧粘度をもたらすために多量の粘着付与剤および希釈剤を必要とする。サンプルＤは
、高いポリマー含有量を有するが、剥離強度は低い。したがって、メタロセン触媒ポリプ
ロピレンとチーグラー・ナッタ触媒非晶質ポリマーとの特定の組み合わせが、良好な剥離
強度と許容できるクリープ抵抗をもたらすのに必要である。
【０１０３】
　当業者には明らかであるように、本発明の精神と範囲を外れることなく、本発明の多く
の改変および変更を行うことができる。本明細書に記載された特定の実施形態は、単なる
一例として記載されており、本発明は、特許請求の範囲の十分な均等の範囲も加えて、添
付の特許請求の範囲の用語によってのみ限定される。
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              特開２００９－１２６９９１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０４－２３６２８８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２０１３－５４０８４３（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｃ０９Ｊ　　　１／００－２０１／１０　　　　
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